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1.  平成21年12月期第1四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第1四半期 2,265 △17.6 △409 ― △412 ― △407 ―

20年12月期第1四半期 2,751 △7.2 △444 ― △457 ― 163 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第1四半期 △10.32 ―

20年12月期第1四半期 4.15 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第1四半期 10,215 446 △3.4 △8.69

20年12月期 10,694 887 0.6 1.68

（参考） 自己資本  21年12月期第1四半期  △343百万円 20年12月期  66百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

21年12月期 0.00

21年12月期 
（予想）

0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

4,700 △16.6 △400 ― △410 ― △410 ― △5.98

通期 10,000 △14.4 100 ― 70 ― 60 ― 0.87

1



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ４.その他」をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ４.その他」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数
値と異なる可能性があります。なお、業績予想に関連する事項については、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ３.連結業績予想に関する定性的情報」を
ご覧下さい。また、平成21年4月13日を払込期日とする第三者割当増資により、発行済株式総数が29,000,000株増加しており、１株当たり（予想）当期純利
益については、当該増加分を加味して算出しております。 
 当連結会計年度より、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い、四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第1四半期 39,531,200株 20年12月期 39,531,200株

② 期末自己株式数 21年12月期第1四半期 5,576株 20年12月期 5,531株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第1四半期 39,525,647株 20年12月期第1四半期 39,526,204株
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定性的情報・財務諸表等 

１. 連結経営成績に関する定性的情報 

当第 1四半期連結会計期間の経済環境は、昨年夏場以降の景気後退が年明け後も深刻の度合いを深めており、企業

の減産や雇用面にも大きな影響を与える状況となりました。 

当社グループにおきましては、主たる事業であります海上運送業において、特に旅客輸送が低調に推移する時期で

あり、またこれに合わせて運航船舶も年 1回の定期的な入渠を実施しており、年間を通じて相対的に売上高が低調な

四半期連結会計期間となっておりますが、当第１四半期連結会計期間においては、景気後退による影響に加えて他交

通機関との競争が激化しており、旅客・物流共に利用減少が続きました。このような状況下、既に公表しております

通り、サービス向上とコスト競争力の強化を図るため、阪神/四国/九州を結ぶ中九州航路寄港便の寄港地の変更およ

び運航ダイヤの改正を決定し、平成 21 年 6 月 1 日から実施することと致しました。また、平成 21 年 3 月 28 日から

実施されております高速道路の休日料金 1,000 円化をはじめ、一連の割引幅拡大策が、業績の大幅悪化要因となるこ

とが懸念されますことから、関係自治体や監督官庁へは航路維持と公平な観点に立ったフェリー業界への支援対策実

施等の実現に向けた働きかけを行なっております。 

当第 1 四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高は 22 億 6 千 5 百万円で、旅客、物流の両部門とも厳し

い状況が続き、予算達成が出来ない状況となりました。費用面では、燃料油価格が下落し、当初の想定価格を下回り

ましたが、売上の落ち込みをカバーするには至らず、経常損失 4億 1千 2百万円、四半期純損失 4億 7百万円となり

ました。また、燃料油価格については本年 3月からは再び上昇を始めており、今後の展開によっては、更なるマイナ

ス要因となる懸念があります。 

このように当社を取り巻く環境は従来にも増して厳しいものとなっておりますが、コスト削減とサービス面の強化

やフェリーの特性を生かした魅力ある旅行プラン・企画商品の積極的なセールス活動による増収策を図っていくこと

で、損益改善に取り組んでまいります。 

 

なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。 

 

（海上運送業） 

景気後退による影響に加え、他交通機関との競争の激化により、旅客・物流共に利用減少が続き、売上高は 19 億

6千 8百万円（外部顧客売上高 19 億 3千万円）となりました。費用面においては各部門にわたるコスト削減に努め、

燃料油価格も下落傾向となりましたが、営業損益は 4億 2千 4百万円の営業損失となりました。 

（飲食業、商品販売業） 

主として船内での飲食業でありますが、旅客輸送の落ち込みの影響により、低調に推移しました。売上高は 1 億

9千万円（外部顧客売上高 1億 6千 7百万円）となり、営業損益は 3百万円の営業損失となりました。 

（その他事業） 

海運代理店業、一般貨物自動車運送業等でありますが、売上高は 2 億 2 千 6 百万円（外部顧客売上高 1 億 6 千 7

百万円）となりました。営業損益では、コスト削減に務めた結果、1千 2百万円の営業利益となりました。 

 

２. 連結財政状態に関する定性的情報 

資産の部は、前連結会計年度末に比べ 4 億 7 千 9 百万円減少し、102 億 1 千 5 百万円となりました。これは主に、

現預金及び営業未収金が減少したことによるものであります。 

 負債の部は、前連結会計年度末に比べ 3千 8百万円減少し、97 億 6 千 8百万円となりました。これは主に、営業未

払金及び未払法人税等が減少し、短期借入金及び未払金が増加したものであります。       

 純資産の部は、前連結会計年度に比べ、4 億 4 千万円減少し、4 億 4 千 6 百万円となりました。これは主に、四半

期純損失の計上により、利益剰余金が減少したことによるものであります。 

 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ 2

億 4千 1百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末には 7億 8千 9百万円となりました。 

当四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により支出した資金は、2億 7千 8百万円となりました。これは、税金等調整前四半期純損失 4億 1千

2 百万円の計上、仕入債務の減少 1億 6 千 5 百万円、法人税等の支払い等により資金が減少したものであります。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により支出した資金は、4千 6百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による資金の減

少であります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により得られた資金は、8千 2百万円となりました。これは、長期借入金の返済 1億 1千 7百万円を支

出したものの、短期借入金として 2億円を得たことによるものであります。 

 

 ３.連結業績予想に関する定性的情報 

第２四半期以降の見通しにつきましては、景気後退、他の輸送機関との競争激化など、当社を取り巻く経営環境

は非常に厳しい状況が続くものと想定いたしておりますが、安全運航の堅持とサービス向上への不断の努力により、

一刻も早く会社再建を図ってまいります。また、当社は平成 21 年 3 月 18 日の臨時取締役会におきまして「株式会

社商船三井(以下商船三井)を割当先とする総額 15 億 6 千 5 百万円の第三者割当増資の実施」「商船三井による当社

株式に対する公開買付けに関する賛同意見表明」の決議を行いました。第三者割当増資の実施は当社財務基盤の強

化を図るものであり、平成 21 年 4 月 13 日に払込が完了しております。また、商船三井による公開買付けは当社の

完全子会社化を企図したもので、平成 21 年 4 月 27 日に買付けが終了、買付下限を満たしたことにより、本公開買

付は成立しております。今後は、商船三井の連結子会社であり、中九州航路において共同運航を行っている株式会

社ダイヤモンドフェリーと当社の将来の経営統合又は事業再編の可能性を見据えております。 

なお、平成 21 年 2 月 19 日に公表しました業績予想を修正しております。詳細については、本日発表の「業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

 

 ４.その他 

  （1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

     該当事項はありません。 

 

  （2）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

    ①簡便な処理 

     Ⅰ. 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

     Ⅱ. 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

 

    ②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

  （3）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

    ①四半期財務諸表に関する会計基準等の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

 

②リース取引に関する会計基準等の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

っておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第 13

号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 16 号）を早期に適用し、通

常の売買取引に係る会計処理によっております。この変更による損益への影響は軽微であります。 

なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き

続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 791 1,033

受取手形及び営業未収金 725 876

たな卸資産 59 115

その他流動資産 194 247

貸倒引当金 △23 △27

流動資産合計 1,746 2,244

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 5,413 5,431

建物及び構築物（純額） 580 588

機械装置及び運搬具（純額） 38 43

器具及び備品（純額） 15 16

土地 1,170 1,170

建設仮勘定 1 1

有形固定資産合計 7,218 7,251

無形固定資産   

公共施設利用権 288 291

その他無形固定資産 46 51

無形固定資産合計 335 343

投資その他の資産   

投資有価証券 503 494

長期貸付金 195 143

その他長期資産 316 318

貸倒引当金 △101 △102

投資その他の資産合計 913 854

固定資産合計 8,468 8,449

資産合計 10,215 10,694
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 710 876

短期借入金 803 603

1年内返済予定の長期借入金 1,203 735

未払法人税等 7 137

その他流動負債 560 329

流動負債合計 3,285 2,682

固定負債   

長期借入金 5,440 6,025

再評価に係る繰延税金負債 9 9

繰延税金負債 0 0

引当金   

退職給付引当金 909 959

役員退職慰労引当金 86 85

特別修繕引当金 0 2

引当金計 996 1,047

その他固定負債 36 41

固定負債合計 6,483 7,124

負債合計 9,768 9,807

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,368 1,368

利益剰余金 △1,717 △1,309

自己株式 △1 △1

株主資本合計 △349 58

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △6 △4

土地再評価差額金 12 12

評価・換算差額等合計 5 8

少数株主持分 790 820

純資産合計 446 887

負債純資産合計 10,215 10,694
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 2,265

売上原価 2,375

売上総損失（△） △110

一般管理費 299

営業損失（△） △409

営業外収益  

受取配当金 4

持分法による投資利益 11

その他営業外収益 14

営業外収益合計 29

営業外費用  

支払利息 26

その他営業外費用 6

営業外費用合計 32

経常損失（△） △412

税金等調整前四半期純損失（△） △412

法人税、住民税及び事業税 5

少数株主損失（△） △10

四半期純損失（△） △407
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △412

減価償却費 201

持分法による投資損益（△は益） △11

引当金の増減額（△は減少） △55

受取利息及び受取配当金 △5

支払利息 26

売上債権の増減額（△は増加） 151

たな卸資産の増減額（△は増加） 56

仕入債務の増減額（△は減少） △165

その他 79

小計 △136

利息及び配当金の受取額 4

利息の支払額 △9

法人税等の支払額 △135

営業活動によるキャッシュ・フロー △278

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △40

有形固定資産の売却による収入 0

貸付けによる支出 △15

貸付金の回収による収入 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △46

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 200

長期借入金の返済による支出 △117

財務活動によるキャッシュ・フロー 82

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △241

現金及び現金同等物の期首残高 1,030

現金及び現金同等物の四半期末残高 789
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

 

 （４）継続企業の前提に関する注記 

提出会社は、平成 16 年度において、株式会社商船三井並びに株式会社三井住友銀行を割当先とする第三者割当増資

を実施し、また、株式会社三井住友銀行による債務免除を受け、債務超過の状態を解消するとともに、平成 20 年度ま

での 5 年間を実施期間とする「経営改善計画」及び、その後の燃料油価格の高騰に対応した運賃値上げ、並びに燃料

油価格変動調整金の導入等の施策を織込んだ「修正改善計画」並びに、燃料油価格の高騰が継続している現状を踏ま

えた｢修正中期経営計画（平成 20 年度から平成 22 年度まで）｣を策定、実行してきましたが、燃料油価格の高騰を適

時に運賃へ転嫁できず、計画に比べて大幅な減益となり、営業損失、経常損失、当期純損失が継続している状況にあ

ります。 

このような状況を受けて、提出会社は前年度において中九州航路を見直し、株式会社ダイヤモンドフェリーとの 6

隻 6便体制での共同配船を実施し、収益向上とコスト削減に取組んでいますが、年初来の燃料油価格の下落を反映し、

また、寄港地の見直しも含め、平成 21 年 2月 12 日の取締役会において、「修正中期経営計画」の見直しを実施してお

ります。 

しかしながら、他の輸送機関との競争激化に加え、金融危機に端を発した景気後退による物流人流両面における利

用者の減少により、計画に比べ、大幅な減益となり、当第 1 四半期連結会計期間においても、営業損失、経常損失、

四半期純損失を計上しており、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しています。 

提出会社は、平成 21 年 3月 18 日の取締役会決議に基づく株式会社商船三井を割当先とする総額 15 億 9千 5百万円

の新株式の発行を、平成 21 年 4 月 13 日に完了し、同社の子会社となりました。また、同社による提出会社株式の公

開買付けは、買付け予定数を超えて平成 21 年 4 月 27 日に完了しました。（持株比率 89.11％）これを受けて、提出会

社は会社法が規定する所要の手続を経て、同社の完全子会社となる予定です。 

今後は、商船三井グループのフェリー事業に属する子会社の 1 社として、株式会社ダイヤモンドフェリーとの経営

統合を視野にいれ、引続き、同社の支援のもとで、抜本的な事業の建直しを図り、損益基盤と財務体質の改善に努め

る所存です。 

 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財

務諸表には反映しておりません。 

 

 （５）セグメント情報 

   Ⅰ.事業の種類別セグメント情報 

      当第１四半期連結会計期間（自 平成21年1月1日 至 平成21年3月31日）              

 
海上運送業

（百万円）

飲食業・ 

商品販売業

（百万円）

その他事業

（百万円）

計 

（百万円）

消去又は全社 

（百万円） 

連 結 

（百万円）

売  上  高  

（1）外部顧客に対する売上高 1,930 167 167 2,265 － 2,265

（2）セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
37 23 59 120 （120） －

計 1,968 190 226 2,386 （120） 2,265

営業損（△）益 △424 △3 12 △415 （△5） △409

（注）1.事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業 

役務提供の性格及び販売物を勘案し、類似性のあるものを各々の事業区分にとりまとめております。 

また、これらの事業区分に属する主要な事業は次のとおりであります。 

事業区分 主 要 な 事 業 

海 上 運 送 業 自動車航送事業、旅客輸送事業、海上輸送附属施設賃貸業、船舶貸渡業 

飲食業・商品販売業 飲食業、商品販売業 

そ の 他 事 業 陸上運送業、海空運代理店業、旅行斡旋業 
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Ⅱ.所在地別セグメント情報 
 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

    Ⅲ.海外売上高 
 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 

 （６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
     該当事項はありません。 
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「参考資料」

　前四半期に係る財務諸表等

　（1） （要約）四半期連結損益計算書

科　　　目

（百万円）

Ⅰ　売上高 2,751

Ⅱ　売上原価 2,853

売上総利益 △ 101

Ⅲ　一般管理費 342

営業損失 444

Ⅳ　営業外収益 14

Ⅴ　営業外費用 28

経常損失 457

Ⅵ　特別利益 672

Ⅶ　特別損失 57

157

法人税等 △ 1

少数株主損失 5

四半期純利益 163

税金等調整前四半期純利益

前年同四半期

平成20年12月期第1四半期

金額
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